
　少年自然の家主催事業の冬のアドベンチ
ャーが12月25日（日）から２泊３日の日程で
開催されました。小学生から高校生までの50
人が、本市内やさつま町内を自転車で駆け抜
け、電波望遠鏡見学や紫尾山の登山などを行
いました。３日間で総走行距離116kmを全員
無事に走破しました。
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。

　11 月 12 日（土）、可愛剣道スポーツ少年
団が、全日本剣道連盟の少年剣道教育奨励賞
を受賞しました。これは長きにわたり剣道
活動を続け、地域において多くの功績があっ
たことが評価されたものです。
【写真・記事提供】＝可愛剣道スポーツ少年団
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　１月 14日 ( 土 )、藤川小学校で｢藤川郷土
カルタとり大会｣を開催しました。藤川の風
景などを題材に、これまでの在校生が詠ん
だ句を用いたジャンボかるたを使用して行
いました。同校は今年３月に閉校になりま
すが、伝統イベントとして、今後、藤川子
ども育成会に引き継がれる予定です。
【写真・記事提供】＝藤川小学校
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　１月８日（日）、川内文化ホールで成人式
を開催しました。今年の新成人は 820 人。
恩師からのメッセージや思い出の映像を見
ながら、級友らとの再会を喜び合いました。
社会貢献活動として、ワクチンや車いすを
贈る運動に役立てるため、ペットボトルの
キャップなども持ち寄りました。

　京セラ㈱鹿児島川内工場から薩摩川内市
共同募金委員会へ歳末たすけあい募金と共
同募金、ならびに京セラ福祉基金の贈呈が
12月 16日（金）、市役所本庁でありました。
　これは、同工場従業員の皆さまの善意に
より永年続けられているもので、市民の福
祉向上に役立てられます。
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●�パネルクイズ

●�夜
よはぎまる

やま

萩円山公園見
学

●�甑ミュージア
ム恐竜化石等

準備室見学

●�昼食交流（鹿島
公民館）

●�甑島ツーリズ
ム学習会

��（鹿島中学校
体育館）

●�レクリエーシ
ョン

●�グループワー
ク

 テーマ１  甑島の魅力

 テーマ２  甑島の未来

 テーマ３  そのために自分たちができること

イベント内容

●�海(水)がきれい
●�カノコユリがきれい
●�星、空気がきれい
●�魚がおいしい
●�人が優しい
●�人との関わりが深い
●�ゆっくり時間が流れる
●�すばらしい歴史がある

参加者の声

中学生の声

保護者の声

●�知らない仲間とも交流ができて、自
由に意見が出せて良かった。
●�日頃考えることのない甑島の魅力に
ついて、知ることができた。
●�甑島愛を忘れずに、ボランティア活
動に積極的に参加したい。
●�自分たちの育った甑島を、より知っ
ていきたい。

●�上甑島、下甑島、それぞれお互いに
行ったことがない人は多いと思うの
で、このようなイベントなどをこれ
からも企画してほしい。
●�学校生活では、このような交流の機
会が少ないので、今後も続けてもら
いたい。

●�遊園地、動物園、水族館などの遊べる場所
●�歴史や文化に触れる場所
●�雨の時でも遊べる場所
●�自然を使ったテーマパーク
●�空港
●�いつまでも美しい自然
●�海中(底)トンネル
●�多くの人でにぎわう甑島
●�島立ちした人が帰ってきたくなる甑島

テーマ2

テーマ1

●�技術を学ぶ
●�島外に甑島のことをＰＲする
●�ポスターやパンフレットを作�
　り、甑島の魅力を伝える
●�自分たちが甑島のことを知る
●�清掃活動などのボランティア
　活動をする
●�県知事になる
●�みんなで協力できるイベント
　を企画する
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 　今回が初めての開催でしたが、参加者
から｢また参加したい｣との声がたくさん
聞かれました。
　来年度もこの事業を継続し、｢甑はひ
とつ｣の思いの下、甑島の子どもたちの
未来をつないでいきます。

さらに具体的な行動目標を洗い出し、
実践していくことが大切です。
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